
■ 政治経済学部　政治経済学科
■ 人間福祉学部　児童学科／こども心理学科／人間福祉学科

■ 人文学部　欧米文化学科／日本文化学科
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http://www.seigakuin.jp/faculty/pse/

お問合せ　聖学院大学総務課

TEL　048-781-0925　　FAX　048-726-2962

URL　http://www.seigakuin.jp　　　　E-mail　pru@seig.ac.jp

主催　聖学院大学 政治経済学部
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聖学院大学 教授会室
※キャンパス内の案内板にしたがってお越しください

〒362-8585 埼玉県上尾市戸崎1-1
JR 高崎線宮原駅よりスクールバス5 分／徒歩15 分。
JR 埼京線西大宮駅よりスクールバス10 分

「税金ってなんだかムズカシそう…」「税金のことなんて知らなくてもいい？」―

いえいえ、税金は、憲法と同じように、わたしたちの生活に密接にかかわっています。

「税について考えること」は、「わたしたちの暮らしを考えること」なのです。

「なぜ税金が必要なの？」「税金はどうやって決まるの？」「公平な税・公正な税とは？」―など、

税理士さんと楽しく税金について学び、語り合いましょう。グループ・ディスカッションも

あります。ご家族やお友達もお誘い合わせのうえ、どうぞお気軽にご参加ください。

税理士。内田麻由子会計事務所代表。一般社団法人日本

想続協会代表理事。2003 年税理士登録。港区赤坂にて、

資産税専門の会計事務所を経営する。2016 年より「公正

な税制を求める市民連絡会」にて『税金カフェ』を主宰。

秋篠宮眞子さまと同い年の一人娘が６月にお嫁に行くた

め、嬉しい反面、かなり寂しく思っている。

著書に『誰も教えてくれなかった「ふつうのお宅」の相続

対策ＡＢＣ』（セブン＆アイ出版）、『家族が亡くなった後

の手続きがわかる本』（プレジデント社）など。

監修に『図解いちばん親切な相続税の本』（ナツメ社）、

『クロワッサン特別編集身内が亡くなったときの手続き』

（マガジンハウス）など。

会  場
う ち　だ ま     ゆ     こ

内田 麻由子 氏講  師

柴田 武男（聖学院大学 政治経済学部教授）コーディネーター

6.282017

wed.
10:40-12:00（開場10：30）

参加費無料  ／  事前申し込み不要

＠聖学院大学

公開講演会

税金カフェ



「企業グローバル化にともなう源泉所得税問題」

野田扇三郎（聖学院大学大学院政治政策学研究科 特任教授）
※開催日、テーマ、講師は予定

「面倒見のよい大学。入って伸びる大学。」ってどんな大学？ 
オープンキャンパスの授業体験や、教員や先輩との交流を通して
きっとその答えが見つかります。 ぜひお越しください。

聖学院大学では、税に関心のある方々を対象に埼玉税法研究会を
開催しています。一般の方々にも公開していますので、
一緒に税の問題を考えましょう。

［13:00～16：00］
7/22（土）

［13:00～16：00］
8 /5（土）

［13:00～16：00］
9/16（土）

［13:00～16：00］
8 /18（金）

[ 会　場 ]　聖学院大学 教授会室
11/25（土）

[ お問い合わせ ]　聖学院大学　広報課　TEL 048-780-1707

「秋の埼玉税法研究会」のお知らせ
［参加費無料／要申込］

2017年度 オープンキャンパス
［入退場自由／申込不要］

　税金カフェという催しがあります。公正な税制を求める市民連絡会という市民団体が主催して、喫茶店を

会場に1500 円の会費で税金問題を解説するというものです。参加者のアンケートには「 第１回目の税金カ

フェにはるばる三重から参加しました」「財政難を繰り返すにもかかわらず、増税の議論になるのは消費税だ

け」「国民は増税と社会保障切り捨ての一方、アマゾンやスターバックスなどの多国籍企業はほとんど法人税

を納めておらず、３大メガバンクとソフトバンクの納税額も実効税率の１％以下」と、税金の問題に市民の関

心が高いことに驚かされました。

　関心の高さに重税感があります。ところが、日本の国民負担率は国際的にみると軽いのです。財務省によ

ると国民負担率 ( 租税負担率＋社会保障負担率 ) は、2013 年度で比較して先進国で最も高いのがフラン

ス 67.6％、次いでスウェーデン 55.7％、ドイツ 52.6％、イギリス 46.5％、その次が日本で 41.6％です。日本

は先進各国と比較して国民負担率は低いのに、8％の消費税でも高すぎるという国なのです。EU 各国の付加

価値税率はほぼ 20％以上です。日本では負担は少ないのに納税の痛みは強いのです。なぜでしょうか。

　高齢化が進んで社会保障費の支出は増えています。支出は増えても、増税という収入増は期待できません

から、結局は借金に頼ると言うことになります。日本の財政がどれだけ赤字に頼っているかというと、財政赤

字の金額を国の経済規模を示す GDP で割って比較します。国際的に比較すると、米国 4.5％、英国 2.6％、

フランス 3.4％、日本は断トツの 4.9％という数字になります。お金が無いから借金をしているというわけで

もありません。GDP は平成 23 年の 493.9 兆円で底を打ち、平成 29 年の 553.5 兆円まで一貫して増加し

ています。それなのに豊かさは実感できずに、重税感は強く、借金に依存した財政構造なのです。税金の集め

方が悪いのか、それとも使い方が問題なのか、その両方なのか、税金てどうなってるの、使い道は正しいのと

か、知りたいことは沢山あります。そこで、話は戻って税金カフェなのです。

税金カフェへのご招待

柴田 武男コーディネーター

聖学院大学政治経済学部教授。公正な税制を求める市民連絡会呼びかけ人。


